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第４章 まとめ 

第１章で過去8年間のPRTR届出データを解析したところ、平成15年度把握から平成21年度

把握までは排出量・移動量合計は減少しているものの、平成22年度把握は前年度と比べて、

排出量・移動量合計は32,000トン（9.1％）増加しています。しかしながら、第２章で追加物質、

除外物質及び医療業を除いて解析したところ、排出量・移動量合計は毎年減少を続けていた

ため、平成22年度把握で前年度と比べ排出量・移動量合計が増加したのは、政令改正の影

響によるものです。 

第３章（１）では政令改正の影響を解析したところ、平成22年度把握の届出件数の減少のお

よそ半分が政令改正の影響によるものであることがわかり、その大きな要因は、エチレングリコ

ールが対象物質から外れたことにより自動車整備業の届出件数が減少したことと考えられます。

更に、届出件数や排出量・移動量合計に、政令改正のうち対象物質の追加と医療業の追加

のどちらが大きく影響したかをみると、対象物質の追加の方が医療業の追加より寄与し、届出

件数は16倍も大きく、排出量・移動量合計は720倍も大きいことがわかりました。 

第３章（２）では東日本大震災による影響を解析したところ、被災県の一部で届出件数の減

少が若干見られたものの、平成22年度把握の届出データからは、排出量・移動量合計への影

響は明確に見積もることができませんでした。 

本報告書では、焦点を絞って解析したため、従来の報告書よりも内容が限定されています。

より詳細な解析結果については、今後取りまとめる本編の「平成22年度PRTR届出データの過

年度との比較報告書」を参照して頂ければ幸いです。 

なお、NITEでは、今後も引き続きPRTR届出データの動向を把握し、化学物質の適切な管

理に貢献していきたいと考えています。 
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＜本資料に関する問合わせ先＞ 
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